
株式会社ジーティービー

オフセット・グラビア・フレキソ・樹脂凸版のパッケージ /ラベル印刷向け

パッケージ業界専用の自動デジタル検版システム

「パッケージ コンペアキット」

パッケージコンペアキットの基本構成およびオプション

アビッド・フレックス株式会社

オプション
・HotPrint（ホットプリント）

検査結果を逐次自動でプリントアウトします。

・PackageCompareKIT 3 年間サポート
導入後3年間、ご質問やデータ検証などの課題に対してお電話、メール、暗号化 VPN 接続
によるリモー ト遠隔操作にてサポートいたします。*バージョンアップは含まれていません。 

基本構成
・PackageCompareKIT（パッケージコンペアキット）

・ProofMakerPDF（プルーフメーカー）パッケージエディション

＊PDF比較検版の用途においては、PackageCompareKIT のみでのご利用も可能です。
1bitTIFF をデスクリーニングし、コンポジット TIFF 画像を生成します。

PDF同士またはPDFと TIFF 画像の比較検版をおこないます。

その他グレード
・Hallmarker（ホールマーカー）

・Ken2Pa!（ケンケンパ）パッケージエディション
自動検査はそのままに機能を限定することでコストを抑えたパフォーマンスモデル

・HallmarkCenter（ホールマークセンター）パッケージエディション
すべての検査機能をそのまま自動化＋クライアント3台を含んだハイグレードモデル

手動操作による少人数 /少ジョブ現場向けのエントリーモデル

推奨動作環境
・対応OS : Windows10 Pro / Windows11 Pro
・CPU  : Intel Corei-7 以上
・メモリ : 16GB以上
・HDD  : SSDタイプ
・USB  : USBドングルのため、1つのUSBポートが必要です。

Adobe、Adobe PDF Libraly は、アドビシステムズ社の登録商標です。



比較するデータをフォルダに入れるだけの簡単操作

検査結果もさまざまな環境、状態でチェックできます

自動検査範囲設定 1bitTIFF 対応自動検査位置合わせ

さまざまなエラーやミスによる差異を検出します

工程ごとや改版など、あらゆるデータ比較に利用できます

パッケージに特化した検版を自動で実現します！
PackageCompareKIT（パッケージコンペアキット）は、これまでに無かったパッケージ
業界に特化した機能を搭載した検版システムです。
パッケージの場合、デザインデータは印刷するまでにさまざま編集、データ変の工程を経て
製版および印刷をおこないますが、その際に生じるオペレーションミスや元データに起因す
る誤変換などあらゆるリスクに対し、ソフトウェアによる自動検査範囲の設定、自動位置合
わせの機能などにより、これまで以上に素早く正確な比較検査体制を構築できます。

パッケージの形状を
識別して検査対象化

RIP 済み (網点化 )
1bitTIFF にも対応

特色1 特色2 特色 3

検査用画像化

面付けの単面位置
や角度も自動識別

PDF投入
フォルダ

【比較元】単面PDF 【比較先】RIP 済み 1bitTIFFTIFF 投入
フォルダ

タブレットで
検査レポート確認

Mac/Win 対応の
HTMLブラウザで確認

Windows 専用
無料ビューワーで確認

位置を合わせて
アオリのみ表示

例１）データ起因によるRIP 不具合

例２）ファイルバージョンによる不具合

例３）面付け作業時におけるミス

元データの作成方法によっては、意図しないトゲ
や不要な線など、RIP 処理後に現れることで事故
の可能性があるトラブルを検出できます。
また、1bitTIFF は特色にも対応します。

作成、展開するアプリケーションのバージョンや
データ変換によって生じるグラデーションなどの
効果やマスクの異常も検出できます。

Adobe PDF Libraly®搭載。PDFを直接検査できます。

面付け作業時におけるステベタやマスク処理等、
最終工程でのミスや不具合の検出も可能です。
また、面付け時に付加するロット表記等の漏れ
やミスのチェックにも活用できます。

校了データ RIP 済みデータVS

入稿データ 校了データVS

改版前データ 改版後データVS

さらに、RPAシステムとの併用で高度な自動化への展開も可能です。
RPAシステムと併用することで、検査時における煩わしいリネームや
フォルダ振り分け、PDF変換なども一括自動処理が可能になります。
さらに、オンプレミス型運用なので 月々の固定費 や 従量課金 もなく
低コスト・ハイパフォーマンスの自動化が実現します。
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元データ RIP 後データ

元データ 変換後データ

面付けデータ 絵柄侵入検知
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